
つ
か
む
（
１
時
間
）

追
究
す
る

（
３
時
間

）

過
程

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた単元構想＜中・国語＞

特別研修員 国語 真庭 孝（中学校教諭）

単元のねらい
既習の説明文教材と比較して読む活動を通して、文章構成や論理の展開を評価する文を書くことができ

るようにする。

単元名 文章構成や論理の展開を評価しよう『新しい博物学の時代』（第３学年） 全５時間計画

単元構想

１. 単元の課題を把握する。
○２年時に学習した説明文を読み、文章構成や論理の展開に
ついて学習したことや気付いたことを記述する。
○単元の課題を決め、学習の見通しをもつ。

○かに星雲や超新星爆発などの画像を補助資料として見る。

２. 課題を追究する。
○意味段落の小見出し
を付箋紙に書き込み、
並び替えるなどして、
文章構成や論理の展
開について考える。

○モデル文を参考に文
章構成や論理の展開
について評価する文
章を書く。

○文章構成や論理の展
開について評価した文
章を交流する。

ま
と
め
る
（
１
時
間

）

３. 単元の学習を振り返る。
○１／５時に書いた文章と、
４／５時での文章構成を評
価した文章とを読み比べ、
自己の成長や変容を自覚す
る。

○本単元で学びを生かせる場
面について、意見交流をす
る。

○単元で学んだことを自分の
言葉でまとめる。

主な学習活動

筆者の文章構成や論理の展開について評価し文章に
まとめよう。

・最初は構成を考えて何にな
るのだろうと思ったけれど、
この学習を通して新しい視
点ができてよかった。
・お互いの文章を読み合うこ
とで、考えをより深めたり、
自分の考えのよいところや
悪いところに気付くことが
できた。

学習への興味・関心をもたせるための導入の工夫

既習の説明文の文章構成や論理の展開について考えさせ、
それらを評価するという新しい視点に出合わせることにより、
学習することへの興味・関心をもたせるようにする。また、
学習した後に自己の成長や変容を振り返るということを伝え、
学習の見通しをもたせるようにする。

教材文への興味をもたせるための工夫

なじみの薄い天文学に関わる内容や古典資料に対して興味
をもたせるために、写真や映像を見せて関心を高める。

対話的な学習を行うための工夫

思考を視覚化させるために、付箋紙を用い、それらを動か
しながら考えるようにすることで、対話的な学習が行えるよ
うにする。

ゴールの姿をイメージさせる工夫

文章構成や論理の展開について評価するという、生徒に
とって初めての学習活動のイメージをもたせるために、既習
の説明文について評価したモデル文を提示する。モデル文を
参考にすることにより、ゴールの姿をイメージできるように
する。

対話的に交流し、考えを深めるための工夫

書いた評価文を読み合い、感想や意見を交流し、気付いた
ことなどを自分の評価文に朱書きで加筆させることにより、
考えの広がりや深まりを実感できるようにする。

学びの自覚と一般化・今後へのつながり

文章構成や論理の展開について考えた、学習前と後の文を
比較させることにより、自己の成長や変容に気付けるように
する。また、今後の学習に生かせそうなことをグループで交
流し、共有させることで、今後の表現活動などにつなげられ
るようにする。

指導のポイント

【生徒のノートより】

【付箋を配置し考えたことを記入】

【グループでの交流】

「
ガ
イ
ア
の
知
性
」

は
三
つ
の
大
段
落
、
序

論
、
本
論
、
結
論
を
配

置
し
た
、
尾
括
型
の
文

章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

抽
象
的
な
結
論
で
あ
る

た
め
、
具
体
例
を
先
に

示
し
て
か
ら
、
ま
と
め

る
尾
括
型
の
文
章
構
成

を
選
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
【評価のモデル文抜粋】

本単元では、文章の構成や論理の展開について評価することができる力を身に付けることを目的としています。つかむ過程では、
既習事項の確認と、本単元の説明文と比較する対象にするために、２年次に学習した説明文を提示しました。また、文章の構成や
論理の展開について教師が評価した文をモデルとして提示することでゴールの姿をイメージできるようにしました。追究する過程
では、対話的に学習を進めることができるよう、付箋紙を活用したグループ活動を設定しました。まとめる過程では、書き上げた
評価文と、学習前に書いた既習事項に対する文章を比較することで学びの成果を実感できるように構成しました。



中学校 国語 ＜つかむ過程＞ 特別研修員 真庭 孝

指導例：文章構成や論理の展開を評価しよう

『新しい博物学の時代 第３学年 第１時）』（

１ 単元の課題を把握する。

○事前に配布された既習の説

明文の、文章構成や論理の

展開について感じたことや

気付いたことを書く。

○補助資料として天文学に関

わる写真や映像を見る。

○文章構成や論理の展開につ

いての感想を交流し、単元

の課題を考える。

Ｔ：これから学習していく説明的文章は２年生のときに学習した説明

的文章と比べて、文章構成上の違いが感じられましたか？

Ｓ：今回の説明的文章は初めに結論があるような気がします。

Ｓ：最後にも筆者の主張が述べられていました。

Ｔ：双括型の文章と言えそうですね。なぜ、いろいろな文章構成、論

の進め方があるのでしょうか？

Ｓ：論の進め方は筆者が選べるということだよね。

Ｓ：文章構成を選ぶということは、そこに筆者の意図があるというこ

とではないかな？

Ｓ：筆者はきっと自分の考えを明確に伝えようとしているし、そのた

めの工夫の一つが文章構成なのだと思う。

Ｔ：では今回の学習では筆者の論の組み立て方の工夫や、そこに込め

られた意図を探っていきましょう。

単元の課題 筆者の文章構成や論理の展開について評価し文章

にまとめよう。

２ 本時のめあてをつかむ。

めあて 筆者の文章構成や論理の展開を評価し文章にまとめる

、 。ために必要なことを話し合い 学習の見通しをもとう

３ 学習の見通しをもつ。

○自分たちが文章を書くときに使った文章構成や、説明文における主

張と根拠の関係などの既習事項を確認し、グループで課題解決まで

の見通しを考える。

、 。○考えたことを学級全体で共有し 単元全体の学習のイメージをもつ

４ 本時のまとめ・振り返りをする。

○「新しい博物学の時代」でどのようなことを学習していくのか、ま

た、どのようなことを学びたいかをノートにまとめる。

☆論理の組み立て方についてはあまり意識したことがなかった。今回

の学習でしっかり考えてみたい。

☆表現方法について自分の考えを書いた経験を生かして、今回は構成

や論理の展開について自分の考えを書いてみようと思う。

学習内容の
見通しをもたせる工夫

○生徒とのやり取りの中で学習課

題を設定することで、課題を明

確にするとともに、課題解決に

向けての意識を高める。

○本単元のゴールを示すことで、

そこに向けて各単位時間の学習

がつながっていくことを意識さ

せる。

指導のポイント

学習のつながりを意識させる
ための既習事項の想起

○第２学年で学習した教材文を事

前に配付して読ませておくこと

で、学習のつながりを意識させ

るとともに、比較対象としても

活用する。

振り返りの工夫

○これからの学習に目を向けさせ

ることで、見通しをもって学習

に取り組めるようにする。

教材文に対して
興味をもたせる工夫

○なじみの薄い天文学に関わる内

容や古典資料に対して興味をも

たせるために、写真や映像を見

せて関心を高める。

主体的に取り組める

ための工夫

○単元の学習計画をグループで考

えさせ、見通しをもたせること

で、主体的に取り組めるように

する。

【 】文章構成や論理の展開についての感想を交流



中学校 国語 ＜追究する過程＞ 特別研修員 真庭 孝

指導例：文章構成や論理の展開を評価しよう

『新しい博物学の時代 第３学年 第２時）』（

１ 本時のめあてをつかむ。

○前時に学習した本文の内容を確認して、本時の見通しがもてるよう

にする。

○説明の内容を捉えるだけでなく、筆者の文章構成の意図を捉えるこ

とが本時のめあてであることを伝える。

めあて それぞれの段落の役割や、筆者の意図を捉え、考えた

ことを話し合おう。

２ 課題追究のために個別に追究する。

○序論、本論、結論の役割について確認する。

、 。○本論を四つの意味段落に分けて小見出しを付け 付箋紙に書き込む

○付箋紙を並び替え、本論の文章構成について考える。

３ 友達との交流で、課題を追究す

るための考えを確認し合い、新

たな気付きをもつ。

○個で考えたことをグループで

交流し、本論の四つのまとま

りの役割と順序の意図につい

て話し合う。

○グループごとに考えを整理し、ホワイトボードにまとめる。

○交流した結果を共通点、捉え方が分かれた点、疑問点などに分けて

発表し、全体で共有する。

○共有したことを基に意味段落の役割と筆者の意図についてワークシ

ートにまとめる。

４ 本時のまとめ・振り返りをする。

○意味段落の役割や、筆者の意図などについて考えたことを中心に、

本時の学習を通して学んだことや考えたことを記述する。

☆筆者が意図をもって文章を構成していることが分かった。

☆一つ一つの段落が、重要な役割を担っていることが分かった。

学習内容を明確にするための
めあての設定

○前時の振り返りを読み直し、ゴ

ールに向かう手順としての学習

活動であることを確認した上

で、本時の学習に見通しをもた

せる。

文章構成を視覚的に捉えられる
ようにするための工夫

、○段落相互の関係を見られるよう

付箋紙に小見出しを書き込ま

せ、並べ替えながら考えたこと

を記入できるようにする。

効果的に話し合いを

進めるための工夫

○話合い用のワークシートをクリ

アファイルにはさんでホワイト

ボードとして各班に配布し、書

き込みながら話合いを進めさせ

ることで、思考が視覚化できる

ようにする。

振り返りの工夫

○学んだことや考えたことを自分

の言葉で書き表すことで、学び

を自覚できるようにする。

指導のポイント

か
に
星
雲
の
超
新
星
爆
発
の

起
き
た
年
の
決
定

お
お
か
み
座･

カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
の

超
新
星
爆
発

【ホワイトボードを活用した話合い】

【 】文章構成を考えるために付箋紙を利用

段落を配置した筆者の意図を記入



中学校 国語 ＜まとめる過程＞ 特別研修員 真庭 孝

指導例：文章構成や論理の展開を評価しよう

『新しい博物学の時代 第３学年 第５時）』（

１ 本時のめあてをつかむ。

○文章構成や論理の展開について評価した文章を書き、交流したこと

を振り返る。

○単元全体を振り返ることが本時のめあてであることを知る。

めあて 単元を振り返って、文章構成の考え方について、学ん

だことや今後に生かすことをまとめよう。

２ 単元で学んだことを確認する。

○１／５時に書いた文章と、

４／５時での文章構成を評

。価した文章とを読み比べる

○読み比べて相違点を書

き出し、意味段落の役

割や筆者の意図に目を

向けて文章を読むこと

ができたことを実感す

る。

○文章構成や論理の展開

についての見方が深ま

。ったことを確認する

学んだことを一般化し理解する。 る。３

○本単元で学んだことがどのよう

に生かせるか、意見を交流さ

せ共有する。

の○文章を読む際は、それぞれの

段落の関係に着目したり、筆

者の文章構成の意図を考えた

りすることで、内容をより明

確に捉えられるということに

気付く。

単元全体の振り返りをする。４

○一般化したことを踏まえながら、単元を通して学んだことや感じた

ことを自分の言葉でノートにまとめる。

☆文章構成には筆者の意図が表れていることが分かった。

☆論理の展開を考えることによって、筆者の主張の根拠が妥当かどう

かなどについても考えられるようにしていきたい。

単元全体の振り返り

○最後に個で振り返る活動を設定

し、学んだことやこれから生か

したいことをまとめることで、

学習してきたことを整理できる

ようにする。

学んだことを
一般化するための工夫

○単元の学習で学んだことや、学

んだことが今後どのような場面

で生かせるかを考えさせること

で、次の単元の学習で、文章構

成を意識して読んだり、文章を

批判的に読みながら、文章に表

れている物の見方や考え方につ

いて考えたりすることにつなげ

られるようにする。

指導のポイント

学びの自覚

○学習の初めに書いた、既習の説

明的文章の構成に対する感想

と、本単元の学習の中で書いた

評価文とを読み比べさせること

で、文章構成や論の進め方に対

する見方の変容を感じられるよ

うにする。

単元を通した学びの共有

○班の中で、自分たちが書いた二

つの文章を読み合う活動を設定

することで、友達の考えの変容

や多様な考えに気付けるように

する。

文
章
構
成
は
学
習
し
た
が
、
あ
ま

り
深
く
考
え
た
こ
と
は
な
い
。

【学習前の感想】 【学習後の評価文】

【グループで意見交流】 【生徒のワークシートより】

こ
の
文
章
は
双
括
型
の
文
章
で
、
序
論
に
あ
た
る
部

分
で
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
、
筆
者
の
伝
え
た
い
こ

と
が
と
て
も
分
か
り
や
す
い

そ
こ
で

本
論
で
は

理

。

、

、「

」

。

科
系
と
文
科
系
の
壁
を
取
り
払
う

例
が
必
要
と
な
る

、「

」

、

本
論
で
は

新
し
い
博
物
学

の
具
体
的
な
姿
と
し
て

三
つ
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
例
と
し

て
、
理
科
系
の
「
か
に
星
雲
」
の
謎
を
解
く
た
め
に
、

文
科
系
の
知
で
あ
る
「
明
月
記
」
が
助
け
た
過
程
が
丁

寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
二
つ
の
例
を
加
え
、

説
得
力
を
高
め
る
論
の
進
め
方
は
大
変
よ
い
。

個
人
で
考
え
た
こ
と

・
自
分
の
考
え
の
内
容
に
よ

っ
て
、
具
体
例
を
前
に
置

く
か
、
後
に
置
く
か
を
選

択
し
て
い
き
た
い
。

・
意
見
を
分
か
り
や
す
く
簡

潔
に
し
、
例
を
用
い
る
場

合
は
適
切
か
ど
う
か
を
見

極
め
た
い
。

グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
後

・
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
と
き
に
も
、
双
括

型
の
文
章
構
成
を
用
い
る
と
よ
い
。

・
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
と
き
に
、
そ

れ
を
支
え
る
根
拠
を
し
っ
か
り
述
べ

る
必
要
が
あ
る
。

・
例
を
扱
う
と
き
は
、
詳
し
く
説
明
す

る
、
説
得
力
を
増
す
な
ど
の
目
的
に

合
わ
せ
て
、
例
の
数
や
、
ど
の
程
度

詳
し
く
述
べ
る
か
を
考
え
る
。

学
ん
だ
こ
と
が
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
る
か
考
え
よ
う
。



国 語 科 学 習 指 導 案
令和元年６月 第３学年 指導者 真庭 孝

文章構成や論理の展開を評価しよう『新しい博物学の時代』Ⅰ 単 元 名

Ⅱ 学習指導要領上の位置付け

（１）話や文章の種類とその特徴について理解を深めること。

【知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項ウ】

（２）文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価すること。

【思考力、判断力、表現力等 読むことウ】C

（３）言葉のもつ価値を認識し、思いや考えを伝え合おうとすること。

【学びに向かう力、人間性等】

Ⅲ 目 標

筆者の文章構成や論理の展開について評価し、文章にまとめる活動を通して、次の事項が身に

付けられるよう指導する。

（１）説明的な文章の特徴について、文章構成や論理の展開の観点から理解を深めること。

（知識及び技能）

（２）文章構成や論理の展開を評価すること。

（思考力、判断力、表現力等）

（３）文章構成や論理の展開を今後の表現活動に生かし、思いや考えを伝え合おうとすること。

（学びに向かう力、人間性等）

※別紙参照Ⅳ 指導計画



Ⅴ 本時の展開（１／５）

教材文を読み、文章構成や論理の展開の評価に必要なことを話し合う。１ ねらい

２ 展開

学習活動（分） ☆：振り返りの子供の意識○：留意点 点線囲：評価

１ 単元の課題を把握する （15分）。

○事前に配布しておいた既習の説明文の、文章構成や論理の展開について気付いたことを記述

させる。

○補助資料として天文学に関わる写真や映像を見せる。

○教師による本教材の範読を聞かせ、二つの文章構成の違いに気付かせる。

○文章構成や論理の展開についての感想を交流し、単元の課題を考えさせる。

単元の課題 筆者の文章構成や論理の展開について評価し文章にまとめよう。

２ 本時のめあてをつかむ （５分）。

○めあてを提示し、本時は文章構成や論理の展開について評価し文章にまとめるために、学習

計画を立てる時間であることを伝える。

めあて 筆者の文章構成や論理の展開を評価し文章にまとめるために必要なことを話し合

い、学習の見通しをもとう。

３ 学習の見通しをもつ （25分）。

○自分たちが文章を書くときに使った文章構成や、説明文における主張と根拠の関係などの既

習事項を想起させ、グループで課題解決までの見通しを考えさせる。

○考えたことを学級全体で共有し、単元全体の学習のイメージをもたせる。

文章構成や論理の展開に対して、自分の考えをまとめることに意欲的な記述をしている。

＜ノート( )＞3

４ 本時のまとめ・振り返りをする （５分）。

○「新しい博物学の時代」でどのようなことを学習していくのか、また、どのようなことを学

びたいかを、ノートにまとめさせる。

☆論理の組み立て方についてはあまり意識したことがなかった。今回の学習でしっかり考えて

みたい。

☆表現方法について自分の考えを書いた経験を生かして、今回は構成や論理の展開について自

分の考えを書いてみようと思う。



Ⅴ 本時の展開（２／５）

の役割を考える活動を通して、文章構成や論理の展開について考えることが１ ねらい 意味段落

できるようにする。

２ 展開

学習活動（分） ☆：振り返りの子供の意識○：留意点 点線囲：評価

１ 本時のめあてをつかむ （３分）。

○前時に学習した本文の内容を確認して、本時の見通しがもてるようにする。

○筆者の文章構成の意図を捉えることが本時のめあてであることを伝える。

めあて それぞれの段落の役割や、筆者の意図を捉え、考えたことを話し合おう。

２ 課題を個別に追究する （17分）。

○序論、本論、結論の役割について確認させる。

○本論を四つの意味段落に分けて小見出しを付け、付箋紙に書き込ませる。

○付箋紙を並べ替えさせ、本論の文章構成について考える過程を視覚化できるようにする。

○筆者の主張に対する根拠が、意味段落に書かれていることに目を向けさせる。

３ 友達との交流で、課題を追究するための考えを確認し合い、新たな気付きをもつ （25分）。

○グループで、本論の四つのまとまりの役割と順序の意図について話し合わせる。

○グループごとに考えを整理させ、ホワイトボードにまとめさせる。

○交流した結果を共通点、捉え方が分かれた点、疑問点などに分けて発表させ、全体で共有さ

せる。

○共有したことを基に意味段落の役割と筆者の意図についてワークシートにまとめさせる。

意味段落の役割と筆者の意図についてワークシートに記述している。

＜ワークシート( )＞1

４ 本時のまとめ・振り返りをする （５分）。

○意味段落の役割や、筆者の意図などについて考えたことを中心に、本時の学習を通して学ん

だことや考えたことを記述させる。

☆筆者が意図をもって文章を構成していることが分かった。

☆一つ一つの段落が、重要な役割を担っていることが分かった。



Ⅴ 本時の展開（５／５）

単元全体を振り返る活動を通して、文章構成について考えながら読むことの意義を理１ ねらい

。解することができるようにする

２ 展開

学習活動（分） ☆：振り返りの子供の意識○：留意点 点線囲：評価

１ 本時のめあてをつかむ （３分）。

○単元全体を振り返ることが本時のめあてであることを伝える。

めあて 単元を振り返って、文章構成の考え方について、学んだことや今後に生かすことを

まとめよう。

２ 単元で学んだことを確認する （22分）。

○１／５時に書いた文章と、４／５時での文章構成を評価した文章とを読み比べさせる。

○読み比べて相違点を書き出させ、意味段落の役割や筆者の意図に目を向けて文章を読むこと

ができたことを実感させる。

○文章構成や論理の展開についての見方が深まったことを確認させる。

３ 学んだことを一般化して理解する （15分）。

○本単元で学んだことを、どのように生かせるか、意見を交流させ共有させる。

○文章を読む際は、それぞれの段落の関係に着目したり、筆者の文章構成の意図を考えたりす

ることで、内容をより明確に捉えられるということに気付かせる。

今後の学習や生活にどのように生かせるかについてまとめている。＜記述( )＞3

４ 単元全体の振り返りをする （10分）。

○一般化したことを踏まえながら、単元を通して学んだことや感じたことを自分の言葉でノー

トにまとめさせる。

☆文章構成には筆者の意図が表れていることが分かった。

☆論理の展開を考えることによって、筆者の主張の根拠が妥当かどうかなどについても考えら

れるようにしていきたい。



国語科 第３学年 単元名 （全５時間計画）指導計画 文章構成や論理の展開を評価しよう『新しい博物学の時代』

目 筆者の文章構成や論理の展開について評価し、文章にまとめる活動を通して、次の事項が身に付けられるよう指

標 導する。

説明的な文章の特徴について、文章構成や論理の展開の観点から理解を深めること。(1)

（知識及び技能）

文章構成や論理の展開を評価すること。(2)

（思考力、判断力、表現力等）

文章構成や論理の展開を今後の表現活動に生かし、思いや考えを伝え合おうとすること。(3)

（学びに向かう力、人間性等）

論理の展開を表す言葉や、本文のキーワードとなる言葉の文脈上の意味を捉えている。評 (1)

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項( )イ(ｲ)】価 1
文章における論理の構成や展開について自分の考えを書いている。規 (2)

【 読むこと( )】準 C 1
文章構成や論理の展開についての自分の考えを交流し、今後の学習に生かせることを伝え合っている。(3)

【国語への関心・意欲・態度】

ねらい ☆振り返り（意識） ◇評価項目過 時 ○

めあて ＜方法（観点）＞程 間

つ １ ○教材文を読み、文章構成や論理の展開の評価 ☆論理の組み立て方について ◇文章構成や論理の展開に

か に必要なことを話し合う。 はあまり意識したことがな 対して、自分の考えをま

む かった。今回の学習でしっ とめることに意欲的な記

単元の課題 かり考えてみたい。 述をしている。

筆者の文章構成や論理の展開について評 ☆表現方法について考えを書 ＜ノート( )＞3
価し文章にまとめよう。 いた経験を生かして、今回

は構成や論理の展開につい

て自分の考えを書いてみよ

筆者の文章構成や論理の展開を評価し文 うと思う。

章にまとめるために必要なことを話し合

い、学習の見通しをもとう。

追 １ ○意味段落の役割を考える活動を通して、文章 ☆筆者が意図をもって文章を ◇段落の役割と筆者の意図

究 構成や論理の展開について考えることができ 構成していることが分かっ についてワークシートに

す るようにする。 た。 記述している。

る ☆一つ一つの段落が、重要な ＜ワークシート( )＞1
それぞれの段落の役割や、筆者の意図を 役割を担っていることが分

捉え、考えたことを話し合おう。 かった。

１ ○本文の文章構成や論理の展開について自分の ☆筆者の論理の展開の工夫に ◇筆者の論理の展開の工夫

考えをまとめる活動を通して、筆者の文章構 ついて自分なりに考えをま について、考えたことを

成や論理の展開について評価することができ とめることができた。 まとめている。

るようにする。 ☆筆者が序論で読み取るべき ＜記述( )＞2
ことを明確に示し、根拠の

筆者の文章構成や論理の展開について評 順序も工夫していることが

価し、文章にまとめよう。 分かった。

１ ○文章構成や論理の展開について考えをまとめ ☆他の人の書いた文章を読む ◇書いた文章について感想

た文章を読み合う活動を通して、自分の考え ことで、考えを深めること や考えをお互いに伝え合

を深めることができるようにする。 ができた。 っている。

☆同じ考えを、より上手にま ＜記述( )＞2
前時に書いた文章を読み合い、考えたこ とめている友達がいたので

とを交流しよう。 参考にしたい。

ま １ ○単元全体を振り返る活動を通して、文章構成 ☆文章構成には筆者の意図が 今後の学習や生活にどの◇

と について考えながら読むことの意義を理解す 表れていることが分かった ように生かせるかについ。

め ることができるようにする。 ☆論理の展開を考えることに てまとめている。

よって、筆者の主張の根拠 ＜ノート( )＞3
単元を振り返って、文章構成の考え方に が妥当かどうかなどについ

ついて、学んだことや今後に生かすことを ても考えられるようにして

まとめよう。 いきたい。


